
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

物流業界においては、今後、持続可能な物流を実現するため、「トラックドライバー等の担

い手不足」や、「カーボンニュートラルへの対応」といった諸課題に対する取組みを進めるこ

とがますます重要になります。さらに、物流二法の改正により、荷主（発/着）・物流事業者に

対し、規制的措置が厳格化されるため、輸送の効率化に向けた改善は待ったなしの状況であり、

物流事業者だけでなく、荷主を含めたサプライチェーン全体での改善に向けた取組みが求めら

れています。 

そこで、北九州市では、荷主や物流事業者で構成するコンソーシアムを立ち上げ、北部九州

の自動車調達物流を軸に「物流実態調査」を行い、将来的な地域物流における輸送の効率化に

つなげていきたいと考えています。 

つきましては、下記のとおり、キックオフ会議を開催いたしますので、ぜひご取材いただき

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

記 
 

１ 日時・場所 

日 時 令和７年８月１日（金）１４：００～１５：００ （開場１３：３０） 
                                                     ※会議終了時刻は予定 

場 所 北九州市役所本庁舎１５階 １５Ｄ会議室（小倉北区城内１-１） 
  

２ コンソーシアム名   北九州市地域物流ＭａａＳ協議会 

３ 参画事業者等   株式会社ロジコム、株式会社ＮＸ総合研究所、 

           パーツネット北九州、北九州産業学術推進機構（ＦＡＩＳ）、 

           北九州市【事務局】 

  （オブザーバー） トヨタ自動車九州株式会社、日産自動車九州株式会社、福岡県 

   ※コンソーシアムへの参画にあたり、上記に記載のない企業と調整中のため、今後参画事業者が増え

る場合があります。 

４ 主な内容 ※取組みの詳細は別紙「事業概要」をご確認ください 

   事業概要の説明、参画企業紹介、調査方法等の検討 等 

５ 注意点 

 ・当日の取材を希望される場合は、参画企業との事前調整が必要のため、７月３１日（木）

１７：００までに企業誘致課までご連絡をお願いいたします。 

 ・会場にて、貴社名とお名刺を頂戴し、報道関係向けのお席をご案内いたします。 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 産業経済局企業誘致課（担当：池田、蓑田
み の だ

）TEL：093-582-2065 FAX：093-582-1202 

市政、経済・金融記者クラブ同時発表 

令和７年７月２５日  

北九州市産業経済局  

の 

キックオフ会議を開催します！ 

報道機関各位 



 

北九州市地域物流 MaaS 協議会 

「自動車調達物流における地域物流改善プロジェクト」 事業概要 

 

１ 事業内容 

  北部九州における自動車物流のサプライチェーンの効率的な輸配送スキームを検討するため、

Tier１企業以下（※１）のモノ（生産部品等）の流れを把握する地域物流実態調査を行います。 

  本事業は、国土交通省補助事業「地域連携モーダルシフト等促進事業」の採択事業となります。 

 

２ 事業スキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 参画企業等 

   株式会社ロジコム、株式会社 NX 総合研究所、パーツネット北九州、北九州市、北九州産業学

術推進機構（FAIS） 

   【オブザーバー】 トヨタ自動車九州株式会社、日産自動車九州株式会社、福岡県 

 

４ 事業開始日  令和７年８月１日 

 

５ 補助交付決定額  25,000 千円 （国による全額補助） 
    （事業経費） 

６ 参 考  

国土交通省「地域連携モーダルシフト等促進事業」について 

   https://cxhub.jp/regional-modal-shift/ 

（所管） 国土交通省 物流・自動車局物流政策課 

 （地域連携モーダルシフト等促進事業事務局） 

   大日本印刷株式会社、デロイトトーマツコンサルティング合同会社 
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※１ サプライチェーンにおける階層を示す。Tier１は OEM に、Ｔｉｅｒ２以降は直近上位のサプライヤーに対し、直接部品等を供給するサプライヤー 

※２ 完成車メーカー    

※３ 各工場を巡回し、原材料や部品等を集荷する方法 
※４ 3
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 Party Logistics の略。荷主等から委託され、物流の企画・設計・運営を行い、在庫管理や輸送等、包括的な物流業務を行う。本取組み 

（目指す姿）では、共同輸配送の集約施設機能を想定。 

https://cxhub.jp/regional-modal-shift/

